
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

警
察
と
の
協
力
で
安
全
な
生
活
を

立命館生協OIC

自転車無料点検会
取り組み概要

日時：2021/12/10(金)
場所：立命館生協OIC
参加者数や組合員の反応：
47人の組合員が参加。アンケートには次
回も参加したいという声が多くあった。

POINT.1

自転車通学をする多くの組合員により良い状態の自転車で通学して
もらうために、自転車無料点検会が開催されていました。点検会は、
ジャパンレスキューシステム株式会社の協力のもと行われました。
また、この点検会では交通ルールがクイズ形式で出題されていまし

た。点検の待ち時間に気軽に参加できるコンテンツとなっていました。
参加者が楽しみながら日々の点検や交通ルールを守ることの大切さを
知ることで、事故防止につなげることができています。

クイズで交通ルールをおさらい

POINT.2

取り組みの中では、クイズ以外にもハザードマップによって事故防
止促進がされていました。参加者に危険個所を伝え、今後の運転時に
注意できるような工夫がされていました。
このハザードマップは、警察との協力のもとで学生委員が作成して

いました。さらに、参加者にも危険場所を示してもらい、ハザード
マップに付け加えるようにしていました。警察や参加者と協力し、取
り組みの中で完成するハザードマップがとてもが魅力的です。

連携でつくるハザードマップ

背景や概要：大学生に起きる交通事故の
中で高い割合を占めるのが自転車による
事故である。そのような現状を踏まえ、
事故を予防し、共済の加入や給付を促す
自転車の無料点検会を開催した。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大前 真悠 ] 

Omae.Mayu@univ.coop

POINT.3

今回の自転車無料点検会では、共済ブースも設けられていました。
共済を知っているが加入していない組合員や、加入しているが給付申
請方法を知らない組合員に向けたブースとなっていました。
ブースには、加入しているかどうかを確認できるパネルや、自転車

に関する事故での給付事例が掲載された給付事例ボードが用意されて
いました。自転車無料点検会の中で、共済の加入と給付を促進できて
います。

取り組みの中で共済を推進
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